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●国保・健康だより

●老人保健からのお知らせ

●教育委員会だより

●壬生町マイ・チャレンジ推進事業

●ゴミの減量にご協力ください

●アンケートヘの回答－その２－

●土地改良区の統合整備を進めよう
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　盛り上がりを見せた「いなばの郷いちご狩りふれあい
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噺奮白縮
国保税は必ず納期内に納めましよう

　国民健康保険税は、助け合いによってみなさんの健康を守っていく大切な制度です。医療費の心配な

＜安心して医療が受けられる体制づくりが必要です。　　　　　　　　上　　　　　　レ

　あなたがかかる医療費は、窓口でお支払いいただ《自己負担、国などの補助、そして保険税でまかな

われ、特に保険税ばそのま犀な財源です4､…………あ:なな=､と家族の健康な朱濤のぐために､…………万こ保険税の役割とはたら

きを知って、保険税の期限内納付にご協力ぐださい√　　　　　　……　……=………………=……j……=……………゛jj　　　　　　　尚

40歳以上65歳未満の方は、国民健康保険税に介護分が含まれます

　国保税の決め方
40歳未満

40歳以上65歳未満

(第２号披保険者)

医療分のみ

医　療　分　　　　　　国民健康保険税

バに

ご

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（介護分の算定方法は医療分と同様です｡）

レ算定方法（医療分・介護分）

　１

．

所得割額　（披保険者の所得に応じて計算）

　２．資産割額　（被保険者の固定資産に応じて計算）

　３．均等割額　（披保険者一人いくらと計算）

　４

．

平等割額　（―世帯いくらと計算）

六国保税はいつから納めるの

　国保税を納めるのは、国保の被保険者としての資格を得たときからで、届け出をしたとき

　からではありません。加入の届け出が遅れたときは、資格が発生した月までさかのぼって

　国保税を納めることになります。

｀｡゛､y゛^j･ o･｡゛゛-2ぶ､゛比ど一匹｡-^ｺﾐ､y｀゛･yﾀむり､《､　｀ぶヽj゛ご泌穴心匈丿四宍鴎伺yy昌之酒屋翁かき汐匹漣燧がぎ榴式゛改良四 t､9慰Sざ｡診鰯億雁皿り於蝋､郭脊爆肌縮叫慨皺認搬9添琉微微聊‰

国保鋭の納付は使利な口座振替で！　　宍

手続きは簡単です。

４一度手続きをすれば翌年度からも自動的に継続されます。

手続きに必要なもの

⑤預金通帳

⑤通帳の届出印

足
栃

次の金融機関へ

利　銀

木　銀

栃木信用

行本支店

行本支店
金庫本支店

下野農業協同組合本支店

郵 使

ヽ．゛統-　゛、゛^.－ごｰ、ぶｰ゛゛゛・゛、匹芯ふ回、゛｀忿｀ｸ泣ごひ殆竹四回μﾂﾞ｀゛ごμ訟心守゛｀゛t゛渋y｀゛庖だぶ｀慰労回診．哉胞七万｀j耶所作幄ふ豹厄映ふ･賠認纏諺y頌励宍貨勁珍聊祠朧召獅蓉縮淀謳咎頌濡営寄活ら胞固薗宗騨賢:湾腿涼騏扉酒物脈が

EEぢまぃ゜Ｓ＝ぶ若jS⊇｡　　強回釦詞り励号。

　国民健康保険高齢受給者証は、毎年８月１日に更新されます。本年も７月26日頃、発送の

予定となっております。７月31日になっても届かない場合は、町民生部保健課国民健康保険

係（昔81－1836）に問い合わせてください。

　現在お持ちの高齢受給者証は、７月31日で期限切れとなりますのでご注意ください。

　なお、８月１日以降になりましたら、役場保健諜か住民課又は稲葉・南犬飼出張所へ返還

してください。



３

国民健康保険をささえる保険税

　国民健康保険に加入すると、保険税を支払う義務が生じます。納められた保険税は、国などの補助金

と合わせて、みなさんが病気やケガをしたときの医療費をはじめ、お子さんが生まれたり、ご家族のだ

れかが亡ぐならた;と老などの給付費用にあてられますj

ごのように保険税は、国民健康保険を運営するための大切な財源なのです。　　　　　　　　サ

●保険税を滞納すると

　※災害などの特別な理由もなく、長い間保険税をおさめないでいると、やむを得ず次のよう

　　な措置を取ることがあります。

　･;……制=l…………=1==納期限=を遣ぎる………と万

　　　　督促が行われます。延滞金を徴収される場合がありますので速やかに納めましょう。

２．それでも納めないでいると

　　　通常の保険証の代わりに短期披保険者証が交付される場合があります。短期被保険者

　　証は、保険証の有効期間が短くなりますので、その都度更新手続きが必要となります。

３．納期限から１年間を過ぎると

　　　被保険者資格証明書が交付されます。披保険者資格証明書とは、壬生町が保険税を滞

　　納している人に対し、保険証を返してもらい、その代わりに交付する書類です。国保の

　　披保険者の資格を証明するだけのもので、保険証のように受診券とはなりません。です

　　から、お医者さんにかかるときは、医療費をいったん全額自己負担することになります。

　　　全額自己負担で診療を受けられた場合、本来保険者である町が負担する７割分を戻す

　　国民健康保険特別療養費支給申請・請求を、診察を受けた月の翌々月以降に領収書持参

　　のうえ、保健課国民健康保険係に対して行ってください。

　　　特別療養費を含む療養費の請求権は、診療費を支払った日の翌日から起算して２年で

　　時効により消滅します。

４．納期限から１年６か月間を過ぎると

　　国保の給付が、全部または一部差し止めになります。

５．それでも納めないでいると

　　差し止められた保険給付額から滞納分か差し引かれます。

注意：以上の措置がとられても、その間の保険税の納付義務がなくなることはありません。

「短期被保険者証」や「資格証明書」が交付される前に

早
ﾉ……………め……………に…………相…………談…………こｿﾞ………を…………:…………j7=……:|:･･.･:j=･

.

●■●

納付が困難な場合は、滞納のままにせず納付方法について、早めに担当窓口にご相談ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（納付相談窓口：総務部税務課収税係　昔８１－１８１６）

※災害などの特別な理由とは、次のような場合をいいます。

　（1）政令で定めた特別な事情があると認められた場合。

　　　たとえば、世帯主が財産の災害、盗難にあったときや事業で著しく損失を受けたときなど。

　（2）70歳以上（65歳以上で障害認定を受けている方）の老人保健制度で、医療を受けている場合。

　（3）厚生労働省で定める公費負担医療を受けている場合。
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健
康
だ
よ
り

57号

　
　
「
健
康
み
ぶ
2
1
計
画
」
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
広
報
壬
生
５
月
号

（
�
５
４
０
）
に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
ご
覧
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。

　
健
康
は
、
す
べ
て
の
住
民
の
願
い
で
す
。

　
丁
久
人
が
健
康
知
識
や
情
報
を
得
て
、
痴
呆
や
寝
た
き
り
に
な

ら
な
い
状
態
で
生
活
で
き
る
期
間
で
あ
る
「
健
康
寿
命
」
の
延
仲
を

図
ろ
う
と
、
以
下
７
領
域
に
つ
い
て
健
康
目
標
を
設
定
い
た
し
ま
し

た
。
　
ま
た
各
年
代
に
よ
り
異
な
る
健
康
課
題
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
ノ
フ
イ
フ
ス
テ
九
ン
を
「
幼
年
期
（
Ｏ
～
４
歳
）
」
「
少

年
期
（
５
～
1
4
歳
）
」
「
青
年
期
（
1
5
～
2
4
歳
）
」
「
壮
年
期
（
2
5
歳
～

6
4
歳
）
」
「
高
年
期
「
6
5
歳
士
」
の
５
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
に
応
じ
た
領
域
別
健
康
づ
く
り
の
目
標
を
た
て
ま
し
た
。

　
１
　
栄
養
・
食
生
活

　
２
　
身
体
活
動
・
運
動

　
３
　
休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

　
４
　
た
ば
こ

　
５
　
ア
ル
コ
ー
ル

　
６
　
歯
の
健
康

　
７
　
生
活
習
慣
病
の
予
防

　
ご
自
分
の
年
齢
層
に
あ
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
で
き
る
こ
と

か
ら
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
、
５
月
3
1
日
の
世
界
禁
煙
デ
ー
そ
の
後
の
６
月
６
日
ま
で

禁
煙
週
間
で
、
町
で
も
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
ま
た
、
６
月
４
日
か

ら
1
0
日
ま
で
歯
の
衛
生
週
間
で
し
た
の
で
、
た
ば
こ
、
歯
の
健
康
領

域
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
度
の
標
語
『
い
つ
ま
で
も
素
敵
な
笑
顔
と
　
か
が
や
く
歯
』

歯
は
食
生
活
だ
け
で
な
く
、
全
身
の
健
康
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
生
涯
に
わ
た
っ
て
食
事
や
会
話
を
楽
し
む
な
ど
、
人
生
を
豊
か

に
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の
歯
を
保
つ
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
「
地
域
に
根
ざ
し
た
８
０
２
０
運
動
の
展
開
」
を
重
点
目
標
と

し
て
展
開
し
ま
し
た
。

　
何
で
も
お
い
し
く
か
ん
で
食
べ
る
に
は
、
お
お
よ
そ
2
0
本
の
歯

が
必
要
で
す
。
現
状
で
は
3
5
歳
～
4
4
歳
の
人
で
は
お
よ
そ
8
1
％
、

4
5
歳
～
5
4
歳
で
は
8
5
％
の
人
が
、
歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
ほ
と
ん
ど
の
大
人
が
歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
歯
を
失
う
原
因
の
第
上
位
は
む
し
歯
で
す
が
、
歯
周
病
も
む
し

歯
の
次
に
歯
を
失
う
原
因
と
な
っ
て
お
り
、
8
0
歳
以
上
の
人
で
は

平
均
的
に
６
本
し
か
残
っ
て
い
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
健
康
な
時
か
ら
歯
の
健
康
管
理
に
つ
と
め
る
こ
と
が
、
い
つ
ま

で
も
自
分
の
歯
を
保
つ
た
め
に
大
切
で
す
。

　
こ
ん
な
こ
と
に
思
い
当
た
り
ま
せ
ん
か
！

・
朝
起
き
た
と
き
口
の
中
が
ネ
バ

　
半
バ
す
る
。

・
歯
ぐ
き
が
む
ず
が
ゆ
い
。

・
冷
た
い
水
が
歯
に
し
み
る
。

・
歯
ぐ
き
が
赤
く
は
れ
て
い
る
。

・
歯
み
が
き
を
し
た
と
き
血
が
出

　
る
。

・
歯
ぐ
き
を
押
す
と
膿
が
出
る
。

・
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る
。

・
口
臭
が
気
に
な
る
。

・
歯
と
歯
の
間
に
隙
間
が
出
来
て

　
い
る
。

・
歯
石
や
歯
垢
が
つ
い
て
い
る
。

～
ミ／

　⊇

幽ぐきが廊くはれたり、癩

むことがある。
口臭があり、親ししX人から

□が臭いと雪われたことが

ある。

歯
周
病
と
は

　
歯
の
周
り
を
支
え
る
い
ろ
い
ろ
な
組
織
が
細
菌
に
感
染
し
て
起
こ

り
ま
す
。

プラーク

歯肉に炎症が

起こる

歯根膜

歯槽骨

Ｉ

予
防
す
る
に
は

・
歯
み
が
き
で
、
歯
垢
（
ね
ば
ね

　
ば
し
た
細
菌
の
集
ま
り
≒
フ
ラ
ー

　
ク
）
を
取
り
除
く
。

・
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
す

　
る
。

・
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
。

・
自
分
の
口
に
合
っ
た
歯
ブ
ラ
シ

　
を
選
ぶ
。

・
定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受
け
る
。

・
症
状
が
あ
れ
ば
す
ぐ
受
診
す
る
。

ブラシの脇腹を歯軸に対して平行にし

て歯肉と歯に押し当てながら、歯肉か

ら歯の方に向かってゆっくり回転させ

ます。（ローリング法）

　
鴎
屑
屑
は
生
活
習
慣
病

　
町
で
は
、
4
0
歳
入
油
歳
の
歯
両
疾
患
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
に
は
検
診
察
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
合
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
民
生
部
保
健
課
健
康
増
進
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
8
2
－
３
５
８
８

４



　
さ
る
５
月
2
6
日
本
田
技
研
工
業
栃
木
製
作
所
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

所
長
　
小
林
　
淳
先
生
の
講
演
会
「
健
康
増
進
法
と
喫
煙
対
策
の
Ａ

Ｂ
Ｃ
」
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
二
郎
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
1
5
年
５
月
１
日
に
「
健
康
増
進
法
」
が
施
行
さ
れ
、
第
二
節

受
動
喫
煙
の
防
止
　
第
2
5
条
で
は
「
学
校
、
病
院
、
事
業
所
、
官
公

庁
施
設
、
飲
食
店
そ
の
他
の
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
を
管
理
す

る
者
は
こ
れ
ら
を
利
用
す
る
者
に
つ
い
て
、
受
動
喫
煙
（
他
人
の
タ

バ
コ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
）
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
明
記
さ

れ
、
公
共
施
設
や
交
通
機
関
な
ど
多
く
の
人
が
集
ま
る
場
所
で
、
終

日
禁
煙
や
学
校
な
ど
の
施
設
で
も
禁
煙
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
死
因
状
況
を
み
る
と
、
が
ん
、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
、

肺
炎
が
死
因
の
約
7
4
％
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
４
つ
の
病
気
の
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
に
タ
バ
コ
が
影
響
し
、
タ
バ
コ
で
悪
化
す
る
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
タ
バ
コ
の
煙
に
は
ニ
コ
チ
ン
、
タ
ー
ル
、
一
酸
化
炭
素
、
ア
ン
モ

朧フィルター付き紙巻たばこ1本あたり発生量

単位/mg　　　　　≒

　ﾚ|ﾀﾞ　il雙ﾘ!

峰

雰7;|

血圧を上ばたり、　肺を黒くする張本　－だぽこの葉の不完全燃焼の

心拍数を増やして　　人。発がん性物質　煙を吸うことにぶり、高潔

心臓に負担をかけ　　が多く含まれ、身　度で吸入。ヘモグロビンと
I一緒合じて酸素の運搬を妨害

I一一するため、喫煙者の心髪に

§……大きな負担をかけるi≒………

体各部位でがんの

発生を促し、進行

を加速させる。

‥る。依存性が強く4:

……たばこをやぬられ‥

,iない原因1ごi肘E1……:i;:

厚生労働省「喫煙と健康丿第2版より

一ニ
ア
等
４
０
０
０
種
類
以
上
の
化
学
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
煙
に
は
、
主
流
煙
（
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
吸
う
煙
）
と

副
流
煙
（
タ
バ
コ
の
火
が
つ
い
た
部
分
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
煙
）
が

あ
り
、
有
害
物
質
は
副
流
煙
の
ほ
う
に
高
い
濃
度
の
も
の
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

室
内
の
空
気
を
汚
染
す
る
タ
バ
コ
の
煙
は
、

が
入
り
混
じ
っ
た
も
の
で
、
「
環
境
タ
バ
コ
煙
」
と
呼
ば
れ
、
タ

バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
で
も
、
喫
煙
者
と
同
じ
空
間
に
い
れ
ば
環
境

タ
バ
コ
煙
を
吸
い
込
む
こ
と
に
な
り
こ
れ
を
受
動
喫
煙
と
い
い
ま

す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
被
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

で
は

　
１
目
に
2
0
本
以
上
の
タ
バ
コ
を
吸
う
夫
を
も
つ
妻
は
、
本
人
が

非
喫
煙
者
で
あ
っ
て
も
肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
が
通
常
の
２
倍
、

妊
娠
中
の
女
性
の
場
合
は
低
体
重
児
の
出
生
率
の
上
昇
、
乳
幼
児

の
突
発
死
症
候
群
と
の
関
係
が
疑
わ
れ
ま
す
。

　
環
境
タ
バ
コ
煙
で
汚
染
さ
れ
た
職
場
で
長
年
仕
事
を
し
て
い
る

と
、
自
分
が
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
く
て
も
呼
吸
機
能
が
低
下
す
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
喫
煙
マ
ナ
ー

を
身
に
つ
け
る

１
　
妊
婦
や
子
ど
も
、
病
人
の
周
回
で
は

　
　
喫
煙
し
な
い
。

２
　
歩
行
喫
煙
と
吸
殻
の
ポ
イ
捨
て
は
し

　
　
な
い
。

３
　
分
煙
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

　
　
そ
の
ル
ー
ル
を
守
る
。

４５

置
き
タ
バ
コ
は
し
な
い
。

混
雑
し
た
場
所
や
締
め
切
っ
た

室
内
で
の
喫
煙
は
控
え
る
。

効
果
的
な
分
煙
の
す
す
め

　
受
動
喫
煙
の
害
を
防
ぐ
に
は
、
他
人
に
煙
を
吸
わ
せ
な
い
「
分
煙
」

対
策
が
必
要
。
だ
れ
も
が
す
ご
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、

施
設
、
職
場
で
の
分
煙
対
策
に
積
極
的
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

１
　
全
館
全
面
禁
煙

２
　
喫
煙
場
所
の
設
置

３
　
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

※
空
気
清
浄
機
は
、
タ
バ
コ
か
ら
出

る
粒
子
成
分
の
除
去
と
し
て
は
効
果

的
で
す
が
、
ガ
ス
成
分
（
一
酸
化
炭

素
な
ど
）
は
除
去
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
換
気
扇
な
ど
の
換
気
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
す
。

～
元
気
い
き
い
き
み
ぶ
プ
ラ
ン
～

健
康
み
ぶ
2
1
計
画
の
平
成
卯
‐
.
年
の
目
標

タ
バ
コ
領
域

　
男
性
の
喫
煙
率
（
4
0
・
３
％
）
↓
下
げ
よ
う

　
女
性
の
喫
煙
率
（
７
・
５
％
）
↓
下
げ
よ
う

歯
の
健
康
領
域

　
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
る
人
の
割
合

　
5
0
歳
代
（
2
2
・
７
％
）
↓
3
0
・
Ｏ
％

　
6
0
歳
代
（
2
0
・
４
％
）
↓
3
0
・
Ｏ
％

目
標
達
成
に
向
け
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！
・

５
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１
ロ
ー
１
１
【
、

保
健
の

負
担
割
合
が

定
さ
れ
ま
す

　
老
人
保
健
で
医
者
に
か
か
っ
た
時
に

自
分
で
支
払
う
費
用
（
一
部
負
担
金
）

は
、
所
得
に
応
じ
て
Ｉ
割
の
人
と
２
割

の
人
が
い
ま
す
。
こ
の
負
担
割
合
は
、

前
年
の
所
得
状
況
か
ら
別
表
①
の
基
準

に
よ
り
、
毎
年
８
月
１
日
付
で
判
定
し

な
お
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
２
割

か
ら
Ｉ
割
に
、
あ
る
い
は
１
割
か
ら
２

割
に
負
担
割
合
が
変
更
に
な
る
方
が
い

ま
す
。

　
負
担
割
合
に
変
更
が
あ
る
方
に
は
、

町
か
ら
７
月
中
に
通
知
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
役
場
に
て
以
前
の
受
給
者
証

を
返
却
し
、
新
し
い
受
給
者
証
を
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

　
負
担
割
合
に
変
更
の
な
い
方
に
は
特

に
通
知
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
通
知
の

無
か
っ
た
方
は
、
こ
れ
ま
で
の
受
給
者

証
を
引
き
続
き
お
使
い
く
だ
さ
い
。

一
部
負
担
割
合
が

変
わ
る
と
・
：

病
院
に
か
か
っ
た
際
に
窓
口
で
支
払

-

う
医
療
費
の
他
、
コ
ル
セ
ッ
ト
等
の
治

療
用
の
装
具
、
医
療
上
必
要
と
認
め
ら

れ
た
鍼
、
灸
、
マ
ッ
サ
Ｌ
ン
に
か
か
っ

た
と
き
等
の
一
部
負
担
額
が
変
わ
り
ま

す
。
　
ま
た
、
別
表
②
の
と
お
り
、
一
か
月

あ
た
り
の
自
己
負
担
限
度
額
も
変
わ
り

ま
す
。

　
窓
口
で
支
払
っ
た
医
療
費
の
月
合
計

額
が
こ
の
額
を
超
え
た
場
合
、
超
え
た

分
の
金
額
が
高
額
医
療
費
と
し
て
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
※
（
注
）
た
だ
し
、
保
険
が
き
か
な

所得によって自己負担額が変わります

別表①

い
も
の
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

２
割
負
担
の
方
で
も
、

申
請
で
１
割
負
担
に

な
る
方
も
い
ま
す

　
２
割
負
担
の
方
で
も
、
世
帯
内
に
い

る
7
0
歳
以
上
の
方
の
総
収
入
額
（
所
得

額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
）
が
、
一
定
以
下
の
方
（
別
表
①

参
照
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
途
中
請

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
１
割
負
担
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
基
準
収

入
額
適
用
申
請
と
い
い
、
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方
に
は
、
町
か
ら
通
知
を
お

送
り
し
て
お
り
ま
す
。

《所得による負担区分の判定基準》

一定以上の

所得がある方

　現役世代の平均的収入以上の所得があ

る方（課税所得が年124万円以上の方）

と、その世帯に属する方

　ただし、年収が夫婦２人世帯などで637

万円未満、単身世帯で450万円未満の方

は届け出れば「一般」区分となり、負担

割合が１割になります。

低所得ｎ
　属する世帯の世帯主および世帯員全員

が住民税非課税である方

低所得Ｉ

　属する世帯の世帯主および世帯員全員
が住民税非課税で、その世帯の各所得が

必要経費・控除（年金の所得は控除額を

65万円として計算）を差し引いたときに

Ｏ円となる方

年収例　単身世帯で年金収入のみの場合

　　　　約65万円以下

※低所得I・EIは、「限度額適用・標準負担額減額認定証」

　の申請が必要となります。

６



減
額
認
定
証
（
低
所
得

Ｉ
・
Ⅱ
）
に
つ
い
て
も

再
判
定
さ
れ
ま
す

　
一
割
負
担
の
方
の
中
で
、
所
得
や
収

入
が
一
定
以
下
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

申
請
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
低
所
得
Ｉ
・

低
所
得
Ｈ
と
し
て
、
左
表
の
と
お
り
一

か
月
当
り
の
自
己
負
担
限
度
額
が
一
般

の
方
よ
り
さ
ら
に
安
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
入
院
し
た
と
き
に
か
か
る
食
事
代

に
つ
い
て
も
減
額
に
な
り
ま
す
。

別表②

１か月の一部負担金限度額及び一日当りの入院時の食事代

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
町

か
ら
全
員
に
通
知
を
お
送
り
い
た
し
ま

す
の
で
、
申
請
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
こ
ち
ら
の
減
額
認
定
証
に
つ
い
て
は
、

有
効
期
限
が
毎
年
７
月
3
1
日
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
現
在
お
持
ち
の
方

が
再
度
該
当
と
な
る
場
合
に
も
申
請
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
と
思
う
の

に
通
知
が
こ
な
い
の

で
す
が
・
：
？

　
負
担
割
合
が
変
更
に
な
る
方
及
び
低

所
得
Ｉ
・
Ｈ
に
該
当
す
る
方
に
は
、
全

員
に
対
し
て
町
か
ら
通
知
を
お
送
り
し

ま
す
が
、
「
自
分
は
該
当
す
る
は
ず
だ

と
思
う
の
に
８
月
に
入
っ
て
も
通
知
が

こ
な
い
」
と
い
う
方
は
、
お
手
数
で
す

が
役
場
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

入院時の

食　事　代

　(1日当り)

個人ごとの
外来限度額

一部負担限度額

　(外来十入院)

　(世帯で合算)

一定以上の
所　得　の
あ　る　方
　（２割）

40,200円
72,300円

十１％※①

780円

一　　　般
　（１割）

12,000円 40,200円

低所得者
　(１割)

ｎ

8,000円

24,600円 650円※②

Ｉ 15,000円 300円

※①　医療費総額が361､500円を超えた場合、超えた分の１

　　　％が72､300円に加算されます。また、過去12ヶ月間

　　　に４回以上高額に該当した場合、４回目以降は40､200

　　　円となります。

※②　ｲ氏所得者区分Ⅱに該当した後から数えて、一年間で

　　　90日以上入院があった方は再申請することによって、

　　　さらに500円に減額されます。

-

　
ま
た
、
通
知
後
で
あ
っ
て
も
、
所
得

額
の
変
更
及
び
訂
正
や
、
世
帯
内
で
所

得
の
あ
る
方
が
移
動
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
負
担
割
合
等
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
方
は
お

申
し
出
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

こ
ん
な
場
合
に
も
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い

　
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
に

も
、
必
ず
老
人
保
健
担
当
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　
・
健
康
保
険
証
が
変
更
に
な
っ
た

　
・
転
居
し
た
、
転
出
し
た

　
・
世
帯
構
成
に
変
更
が
あ
っ
た

　
・
交
通
事
故
で
病
院
に
か
か
っ
た

老人保健について

　　　の詳しい問合せは…

福祉課　医療保険係

　　　　　　　昔81 －1832

７



一

W ’

う譜かな壬生町の子どもたちを育みましょう

☆子どもたちの家庭や地域での生活時間の比重を高めて、主体的に使え

　る時間を増やしましよう。

☆子どもたちに社会体験や自然体験などの様々な活動を体験させ「生き

　る力」を育みましよう。

※「生活体験が豊富な子ども」「自然体験が豊富な子ども」「お手伝いす

　る子ども」ほど、道徳観・正義感が充実します。

☆子どもたちが安心して地域の人々と交流し、活動することができる地

　域社会を築いていきましよう。

これらをねらいとして生涯学習課では以下の事業を実施しております。

●
生
涯
学
習
課
●

ミー－ －－
－･－－－･I

教
育
委
員
会
だ

一一・子どもたちのさまざまな体験活動を応援します・・・・・

　【地域子ども教室】

パソコン教室・絵手紙教室

　　　　　　　　　　(生涯学習係：昔82－8384)

⑩会場：生涯学習館

で=lf.･=｡‘･･･日時：毎月数回

　　　　木曜(16:30～18:00)・土曜(9:00～12:00)

　づ参加方法：予約はなしです。気軽にご参加下さい。

　※ボランティアの方にご指導いただいています。

テニス教室 イタドリ試食

　心豊かな子どもたちを
育成する活動を応援します

心
の
教
育
出
前
講
座

（
社
会
教
育
係
：
音
8
1
１
１
８
７
３
）

　
育
成
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
行
う
事
業

に
対
し
て
費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
日
常
生
活
圏
に
お
い
て
、

地
域
の
大
人
が
子
ど
も
の
心
の
問
題
に

つ
い
て
共
通
理
解
し
、
子
ど
も
た
ち
の

豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
た
め
に
、
育

成
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
自
治
会
・
各
種
団
体

が
実
施
す
る
多
様
な
地
域
活
動
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

⑤
対
象
と
な
る
内
容

①
近
隣
の
大
人
同
士
が
、
地
域
の
子
ど

　
も
の
心
の
問
題
を
語
り
合
う
活
動

②
近
隣
の
大
人
と
子
ど
も
の
交
流
会

③
そ
の
他
、
子
ど
も
の
心
を
育
て
る
諸

親子ふれあい教室（生涯学習係：昔82－8384）

原期日：月１回

嚇内容：４～７月は、タケノコ掘り体験、渓谷を

　　　　歩こう、自然博物館見学などを実施。今

　　　　後は、ハイキング、マグカップ作り、年

　　　　賀状作り、フィッシングを予定。

乖参加方法：予約が必要です。生涯学習館までご

　　　　　　連絡ください。

※広報みぶ３月号にてご案内しております。

みんなで遊ぼう！（社会教育係：昔81 －1873）

爆｡会場：壬生小、壬生東小、安塚小

瘤日時：各会場毎月１回程度　土曜の午前中

癖内容：ニュースポーツ（ソフトバレーなど）や昔

　　　　の遊び（紙芝居、ベーゴマなど）などを実

　　　　施。今後も、子どもたちが自ら考え体験

　　　　できる事業として展開していく予定。

※「みんなで遊ぼう！」スタッフ（「広報みぶ６

月号」掲載）の皆さんが、ボランティアとして子

どもたちと一緒に活動してくださいます。地域の

みなさんもお気軽にご参加ください。

嘉陽が丘ふれあい広場無料開放事業

　　　　　　　　　　（社会教育係：昔81 －1873）

･=1;i=IJi･11=;夕寸象：小学生、中学生

……､･J.､…………日時：毎月第２、第４土曜8:30～16: 30

　　　　（小中学生の長期休業中を除く）

●開放している施設：テニスコート、体育館

　　（教育委員会事業があるときを除く）

その他の教室（社会教育係：き81－1873）

参会場：壬生小、壬生東小、安塚小、嘉陽が丘ふ

　　　　れあい広場

●日時：主に土曜の午前中

●内容：４～７月にはテニス教室、寄せ植え教室、

　　　　ニュースポーツを実施。10月からは、み

　　　　んなで遊ぼう！、陶芸教室、プランター

　　　　作りなどを予定。

●参加方法：学校を通じてチラシを配布していま

　　　　　　すので、注意事項をお読みの上、担

　　　　　　当係までご連絡ください。

※育成会など団体での参加も可能です。

８



生涯９習セミナーぱ健康についで
自分の健康は自分で守ろう

平成15年度生涯学習セミナーより

　　「健康」はとても大切だとわかっていても、元気なうち

はなかなか「健康」を意識した生活は送れないものです。

　自分や身近な人が病気やけがをした時、あらためて「健

康の大切さ」を実感する方も多いのではないでしょうか。

自分自身の健康は、自分で守るしかありません。

　今回、生涯学習セミナーでは、「健康」をテーマに町民の

皆さんと一緒に考え、身体の状態を見つめなおし、自分で

改善できることを学習してみましょう。

　第１回目は、７月15目に「壬生町の健康づくり」を清水

町長と町保健課職員の講話で開催しました。今後の予定は、

町おしらせ版に掲載しますので、皆さんのご参加をお待ち

しています。　壬生町セミナースタッフ「みち」代表　木村
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マイyﾒ許刳ﾚﾝ参齢駝a翁

◆どうして「マイ・チャレンジ」をやるの？

　　学校だけではなかなかできない、教育上の効果が期待できることから実施されます。

　①生徒にとって

　　・地域の人々とふれあうことで、あいさつや社会のマナーの必要性を身をもって感じ、

　　「共に生きる心」や「感謝の心」が実感をもって育まれる。

・地域や地域の人々を身近に感じ、地域の一員としての自覚

　がもてる。

・体験を通して、今までの自分を見直し、これからの「生

　き方」を真剣に考えるようになる。

②家庭にとって

・体験活動の話題をきっかけに、家族で「社会のこと」や

　「子どもの将来」について話し合われるようになる。

・家族の中で、子どもの「よさ」や「課題」が見えてくる。

③学校や地域にとって

・体験活動後も、５日間で出来上がった地域の人々と生徒の

　関係を大切にすることで、地域と学校の連携が深まる。

・地域の人々と生徒が、あいさつし合ったり声を掛け合ったりするようになることで、地

　域の教育力が高まる。

◇「マイ・チャレンジ」は申９生だけで活動するの？

　　活動期間中、生徒は自宅から体験先まで直接通います。

　活動中は体験先（商店、工場、施設など）の方々や、地域

　（保護者、高齢者など）の方々が「指導ボランティア」と

　して生徒の活動の指導や支援に当たってくださいます。

　　　また、学校の先生も毎日担当活動場所への巡回指導を行

　　います。
　　　　　　　　　　　　　　　　１

◆「マイ・チャレンジ」の活動申に、けガを

………したりものをこわしたりしたらどうするの？

　学校では、活動前に生徒にけがや事故のないよう十分

指導しますが、万一事故が起きた場合を考え、参加する

中学生、指導ボランティアのけがや商品・施設などの破

損に備える保険に加入します。

10



11

ellallonlo (チャレンジ) 14歳、自分への挑戦

10mm�iclll■ﾉ（ﾆlsﾆlニケ‾シ偏と地域とのガガわり

弔成11喘渡>壬生町ﾏｲ（ﾁﾔﾉ,ﾚ=,j;ｴ:ﾝｼﾞ推進事業j……，

　壬生町の中学２年生406名（壬生中220名、南犬飼中186名）が５日間

（壬生中:平成16年11月８日～11月12日／南犬飼中:平成16年11月15日～11月19日）学校を離れ、

　　自分の興味・関心のあること

　　将来やってみたいこと

　　地域の大人の人からアドバイスをもらったこと

などに基づき、グループごとに地域に出かけていき、教室では学べない社会体験活動を行います。

マイ・チャレンジ碑駱濤齢聚袁える)たぬ

　　　　雌輝雄みなさy＆の)ご環解ご協力膏糾剽刮ふ家す１

この事業は授業の一環として行うため、学校が中心となって計画・実施されますが

　◇「学校・家庭・地域が力を合わせて地域の子どもを育てる」ことが趣旨であること

　◇体験活動が地域社会で行われること

　　　　　　　　　　から、地域のみなさんのご理解・ご協力が何よりも大切になります。

壬生町マイ・チャレンジ推進協議会が地域へ　｜
の広報や協力依頼、体験場所や指導ボランティ

アの確保に努力しています。

マイ・チャレンジ推進協議会の構成

　　　　　　　　　　　　　　（学校関係以外）

☆壬生町女性団体連絡協議会

★壬生町老人クラブ連合会

☆壬生町ＰＴＡ連合会

★壬生町社会福祉協議会事務局

☆壬生町自治会連合会

★壬生町民生委員協議会

☆壬生町社会教育委員

★おもちゃ団地協同組合事務局

☆壬生町商工会事務局

★壬生町各商店会（おもちゃのまち／おもちゃ

　のまち東口／栄町蘭学通り／仲通町）

☆下野農業協同組合壬生地区営農経済センター

★壬生町認定農業者協議会

☆壬生町役場関係各課

◆◇◆地域のみなさんへの３つのお願い◇◆◇

　①壬生中・南犬飼中の生徒をそれぞれの活動期間

　　中に、原則５日間受け入れていただける企業・

商店・事業所・サーク

たら、下記の連絡先ま

などがありまし
ください。

②活動期間に指導ボランティアとして、指導して

　いただける方がいらっしやいましたら、下記の

　連絡先までご連絡ください。

③活動期間中、中学２年生が体験活動に取り組ん

　でいる姿を見かけられたときには、あいさつや

　励まし、アドバイスなどの言葉をかけてあげて

　ください。

ご連絡・お問い合わせ先

(岩崎昌広)

(高橋祐一)

:TEL82-6690 FAX82-2049

:TEL86-0134 FAX85-1205

壬生中

南犬飼中



ごみ処理経費
吋全体で　　約４億6,090万円

一世帯当たり　　約３万4,300円

j.･:･1……]………゜j･.:…………j=:1ごみの減量にご協力ください！･yjj･1卜に日ﾂﾞｺ回=.万･．

　町では、皆さんの家庭からごみステーションに出されたごみを、清掃センター

で処理しています。　このごみ処理には、下表のとおリ多額の経費を要し、１年

間で約４億6､090万円、１世帯当たりで３万4､300円かかっています。

　皆さんのご協力でごみを減量し、正しいごみの分け方・出し方で、施設の機械

設備等が長持ちし、さらに、焼却灰を埋め立てる最終処分場も長持ちするなど、

経費の節減になります。

　また、分別の徹底のため、収集袋を透明、または半透明の袋にルール化してい

ますので、皆さんのご協力をお願いいたします。

清掃センターからの
お願い

』=･びんやペットボトルは、必ず、キャップ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……＿
　　を取り、中をかるく水洗いしてから出し

てください。ベッドボトルは、ラペルも

はがしてください。

回天･中身の入った缶やびん、

　収集できません。必ず、

　ださい。

ベッドボトルは

中身を出してく

⑤ごみは決められた収東口の朝、ごみステー

ションに出してください。

町民生部保健課

清掃センター

昔８１－１８３４

昔８２－３４２４

平成15年度ごみ処理経費

　ｌｔ当たりの
　ごみ処理経費

感心

もえるごみ 約　　28,200円

もえないごみ 約　　64,100円

ガラス・びん類 約　　65,700円

資　源　ご　み 約　　37,400円

１世帯当たりの

ごみ処理経費

(約34,300円)

　1''-IU.''円‾ﾆ□入

もえるごみ 約　　23,000円〕

もえないごみ 約　　　6,400円

ガラス・びん類 約　　　1,800円

口利］ 資　源　ご　み 約　　　3,100円

三三
寧飾

もえるごみ 約３億1,010万円

もえないごみ 約　　8,570万円

ガラス・びん類 約　　2,390万円

資　源　ご　み 約　　4,120万円
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正しい分け方・出し方
テレビ・冷蔵康一洗濯機・エアコンを

　　　　廃棄する場合は、　

■■■■■■･■■　　　■■■■

1）対隷器を賤える飴や駄した使胎）かっている胎

　小売店に引取ってもらいます。その際に処理料金（リサイク

ル料金）と収集・運搬料金を小売店に支払います。

　　　消収集・運搬料金　　家　　　　　　　　　家

　　　　　　　　　十　　　　　電　　　　　　　　　　電

　　　費　　処理料金　　　小　　処理料金　　　　メ

　　　　　　　　　　　　　　　　之　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　7で
　　　者　　　　　　　　　店　　　　　　　　　　ク

　　　　　　　　　　　　　　　J=弓●■●
　　　㎜

ｌｌ

７ｒ　　と卦⊇回

2)左匹外(買った/｣㈲訪不明､通冊売で影､など)

　壬生町一般廃棄物処理業許可業者（許可業者）に収集・運搬

を依頼します。

　その際、事前に最寄りの郵便局で処理料金（リサイクル料金）

を（財）家電製品協会家電リサイクルセンター（RKC）に振込み、

納付証明書を家電製品に添付します。許可業者には、収集・運

搬料金のみ支払います。

示

者　　　　納付証明書

許

可

業

者

一一･柵

　　　./″

家

電

メ

　｜

力

｜

処理料金7･!綸kx　　　　　　...,ノがs:7714吋1L岳

郵　便　局
/

※許可業者につきましては、下表に掲載しています。

※テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンを廃棄する場合は、

処理料金（リサイクル料金）

テレビ:2,850円　洗濯機:2,520円

冷蔵庫:4,830円　エアコン:3,675円

　　　　　　　　　　　（消費税込）

と 収集運搬料金 が必要となります

注１：テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンをごみステーションには、絶対に出さないでください。

------'-'ヽ/ヽy-~へ･ヽ八一ﾍﾊｰ~--回----ヽﾊﾊﾊﾊ~ﾊﾊﾊﾊ･----------------------------回-----------乙
注２：テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンは、清掃センターでは取り扱いませんので、持ち込まないでください。

　　千生町一般廃棄物処理業許可業者一覧表

(家電4品目《テレビ･エアコン･冷蔵庫･洗濯機》収集運搬業者)

N0. 業者名 住　　　　　所 電話番号 N(λ 業者名 住　　　　　所 電話番号

１ 株式会社人商

〒328-0002

栃木市惣社町2,181番地

　代表取締役　　　大貫　雅弘

0282(27)

8248
６ 栃南産業株式会社

〒329-0524

上三川町大字多功2,494

　代表取締役　　　高島　良教

0285(53)

5557

２

企業組合

とちぎ労働
福祉事業団

〒321-0152

宇都宮市西川田７丁目１番２号

　理事長　　　　　佐藤　賢二

028(645)

5561
７ 株式会社秋和美装

〒321-0982

宇都宮市御幸ケ原町2 －68

　代表取締役　　　秋山　和夫

028(661)

7490

３ 仲田総菜株式会社

〒321-0111

宇都宮市川田町836番地３

　代表取締役　　　仲田　俊夫

028(635)

2151
８
有限会社
ミサキ商事

〒321-0221

壬生町大字藤井1,842

　代表取締役　　　戸崎　　肇

0282(82)

1776

４
有限会社

大林環境サービス

〒329-0501

石橋町大字上古山８－５

　代表取締役　　　大林　恒男

0285(53)

5584
９ 程塚商事株式会社

〒321-0954

宇都宮市元今泉３丁目８番５号

　代表取締役　　　本潭　典子

028(653)

5282

５
有限会社
マルショー

〒321-0201

壬生町大字安塚1857－ 1

　代表取締役　　　臼井　宏之

0282(86)

5443

10
有限会社

関東実行センター

〒323-0027

小山市花壇町士丁目12番10号

　代表取締役　　　山本芳之助

0285(23)

3026
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広
報
紙
を
役
場
等
に
も
設
置
し
て

Ｑ
：
壬
生
町
の
広
報
を
、
毎
月
、
町
役

場
、
図
書
館
、
公
民
館
な
ど
の
公
共
施

設
や
郵
便
局
な
ど
、
地
域
で
利
用
す
る

場
所
へ
置
い
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
：
町
で
発
行
し
て
い
る
広
報
紙
に
は
、

毎
月
１
回
発
行
し
て
い
る
「
広
報
壬
生
」

と
、
毎
月
２
回
発
行
し
て
い
る
「
広
報

み
ぶ
お
し
ら
せ
版
」
が
あ
り
ま
す
。

　
各
家
庭
へ
は
、
ど
ち
ら
も
各
自
治
会

を
通
し
て
配
布
し
て
お
り
ま
す
が
、
町

役
場
（
出
張
所
）
や
公
民
館
、
図
書
館

な
ど
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
と
、
既

に
、
役
場
（
本
庁
、
稲
葉
・
南
犬
飼
出

張
所
）
、
公
民
館
（
壬
生
中
央
・
稲
葉
・

南
犬
飼
）
、
図
書
館
、
歴
史
民
俗
資
料

館
、
生
涯
学
習
館
、
嘉
陽
ケ
丘
ふ
れ
あ

い
広
場
、
郵
便
局
（
壬
生
・
壬
生
中
央

町
・
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
・
稲
葉
・
南
犬

飼
）
に
設
置
し
て
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
町
の
情
報
を
知
ら
せ
て

Ｑ
：
毎
月
、
広
報
な
ど
に
町
の
情
報

（
医
療
、
乳
幼
児
検
診
、
予
防
接
種
、

行
事
、
町
で
の
サ
ー
ク
ル
活
動
、
催
し

物
）
を
月
ご
と
に
知
り
た
い
。

Ａ
：
町
の
行
事
や
サ
ー
ク
ル
活
動
情
報

等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、
広
報
壬

生
や
広
報
み
ぶ
お
し
ら
せ
版
に
掲
載
し
、

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
１
６

年
４
月
か
ら
は
、
更
に
、
毎
月
８
日
発

行
の
広
報
み
ぶ
お
し
ら
せ
版
に
、
翌
月

の
行
事
日
程
（
医
療
、
乳
幼
児
検
診
、

予
防
接
種
、
催
し
物
等
）
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

９
・
町
で
決
め
た
、
決
ま
っ
た
、
ま
た
、

新
し
く
定
め
ら
れ
た
事
等
々
に
つ
い
て
、

広
報
に
わ
か
り
や
す
く
載
せ
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
新
し
く
決
ま
っ
た
制
度
や
、
既
存

の
補
助
制
度
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都

度
、
町
広
報
紙
に
掲
載
し
お
知
ら
せ
し

て
お
り
、
引
き
続
き
掲
載
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て

Ｑ
：
防
犯
灯
を
設
置
し
て
安
全
な
ま
ち

に
し
て
ほ
し
い
。

　
（
そ
の
他
類
似
質
問
多
数
。
）

Ａ
：
犯
罪
が
な
く
、
町
民
が
「
安
全
に

安
心
に
く
ら
せ
る
」
地
域
づ
く
り
は
、

町
民
全
体
の
願
い
で
あ
り
、
本
町
に
お

い
て
も
警
察
、
学
校
、
自
治
会
、
防
犯

団
体
な
ど
と
連
携
を
と
り
各
種
の
事
業

を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
の
中
に

「
防
犯
灯
」
に
関
す
る
も
の
が
多
数
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
以
前
よ
り
犯
罪

を
未
然
に
防
止
す
る
事
を
目
的
と
し
、

警
察
、
学
校
、
自
治
会
な
ど
か
ら
防
犯

灯
の
要
望
箇
所
を
取
り
ま
と
め
、
自
治

会
及
び
町
に
お
い
て
「
防
犯
灯
」
を
設

置
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
町
全
域
で
約
３
。
３
０
０

基
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
設
置
場
所
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
通

学
路
や
犯
罪
の
発
生
し
そ
う
な
危
険
箇

所
を
優
先
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
防
犯
灯
」
の
設
置
要
望
が
あ
る
場

合
は
、
毎
年
、
自
治
会
や
学
校
に
対
し

て
要
望
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
自
治
会
長
さ
ん
や
学
校
に
ご
相
談

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
防
犯
灯
」
が
切
れ
て
い
る

場
合
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
遠
慮

な
く
係
（
総
務
課
消
防
交
通
係
　
音
8
1
－

１
８
０
８
）
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
る
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｈ



　
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
会
場
を
明
る
く

９
・
平
成
１
５
年
８
月
の
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
の
会
場
が
お
も
ち
や
博
物
館
グ
ラ
ン

ド
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
会
場
の
照
明

が
少
し
暗
く
感
じ
ま
し
た
。
も
う
少
し

明
る
く
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
：
本
年
は
、
昨
年
の
実
績
を
踏
ま
え

て
会
場
内
の
照
明
を
含
め
て
検
討
い
た

し
ま
す
。

　
良
か
っ
た
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
花
火

９
・
お
も
ち
や
博
物
館
の
と
こ
ろ
で
Ｈ

１
５
年
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
花
火
は
と
て

も
良
か
っ
た
。
長
く
続
け
て
下
さ
い
。

Ａ
・
・
花
火
は
町
内
外
の
事
業
所
・
会
社
・

商
店
等
皆
様
の
協
賛
金
に
よ
り
打
ち
上

げ
て
い
ま
す
。
今
後
も
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
営
水
道
水
に
つ
い
て

９
・
夏
に
な
る
と
町
営
水
道
の
水
が
、

真
っ
白
、
消
毒
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思

う
が
、
ど
う
に
か
な
ら
な
い
も
の
か
？

味
が
ま
ず
す
ぎ
る
。

Ａ
：
水
進
水
を
コ
ッ
プ
等
に
入
れ
た
と

き
に
白
く
濁
っ
て
見
え
る
の
は
、
空
気

の
混
入
に
よ
る
も
の
で
、
し
ば
ら
く
放

置
し
て
お
く
と
下
の
方
か
ら
透
明
に
な
っ

て
き
ま
す
。
こ
れ
は
水
質
異
常
に
よ
る

も
の
で
は
な
く
、
安
全
性
の
上
で
問
題

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
公
民
館
で
映
画
会
を
！

Ｑ
：
１
０
年
ぐ
ら
い
前
は
公
民
館
で
も
映

画
を
や
っ
て
い
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、

も
う
や
ら
な
い
ん
で
す
か
。
出
来
れ
ば

や
っ
て
欲
し
い
で
す
。

Ａ
：
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
例
年
９

月
末
頃
に
名
画
鑑
賞
会
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
今
年
度
は
８
月
１
１
日
に
開
催

し
ま
す
の
で
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　
お
も
ち
や
博
物
館
の
活
性
化
に
つ
い
て

　
ー
壬
生
町
出
身
柊
あ
お
い
さ
ん
を

テ
ー
マ
に
Ｉ

Ｑ
：
以
前
ヒ
ッ
ト
し
た
「
ね
こ
の
恩
返

し
」
の
原
作
者
（
女
性
）
は
、
壬
生
町

安
塚
出
身
で
栃
木
女
子
高
出
身
だ
そ
う

で
す
。
今
は
北
海
道
の
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ

リ
の
事
務
所
に
い
る
。
と
１
年
く
ら
い

前
に
同
じ
高
校
の
同
級
生
だ
っ
た
人
か

ら
聞
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
発
端
と
し
て
、

お
も
ち
や
博
物
館
を
よ
り
活
性
化
さ
せ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
も
う
ご
存

じ
で
し
た
ら
、
こ
の
話
で
す
が
。
こ
の

キ
ャ
ッ
チ
し
た
情
報
の
送
り
先
は
役
場

の
ど
の
部
署
に
送
っ
た
ら
よ
い
の
か
わ

か
ら
ず
じ
ま
い
で
し
た
の
で
…
。
ネ
コ

の
気
持
ち
が
わ
か
る
立
体
映
像
十
い
す

の
振
動
＝
迫
力
満
点
（
ネ
コ
が
ゆ
っ
く

り
歩
く
忍
び
足
だ
っ
た
り
、
た
ん
す
か

ら
た
ん
す
へ
飛
び
移
る
場
面
だ
っ
た
り

・
・
・
）
。
昔
人
形
を
真
横
に
倒
す
と
ミ
ャ
ー

と
音
が
出
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。

電
池
は
使
わ
ず
重
り
と
そ
の
圧
縮
さ
れ

た
空
気
で
音
が
出
る
よ
う
に
で
き
て
い

た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
（
そ
の
造
り

方
の
方
が
環
境
に
や
さ
し
い
）
、
そ
の

外
形
を
ネ
コ
の
形
に
し
て
お
も
ち
や
博

物
館
内
の
み
で
発
売
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
プ
ラ
ス
、
バ
ン
ダ
イ
か
ト

ミ
ー
か
タ
カ
ラ
か
忘
れ
ま
し
た
が
、
ネ

コ
の
気
持
ち
が
わ
か
る
ミ
ャ
ウ
リ
ン
ガ

ル
（
犬
の
気
持
ち
は
バ
ウ
リ
ン
ガ
ル
で

し
た
が
）
も
と
も
に
、
値
段
の
交
渉
を

し
て
置
い
て
み
て
も
良
い
か
と
。
そ
し

て
、
そ
の
文
具
セ
ッ
ト
、
歌
Ｃ
Ｄ
、
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
等
。
原
作
者
が
出
た
出
身
地

だ
と
い
う
こ
と
を
前
面
に
出
し
て
、
作

者
・
会
社
な
ど
と
い
ろ
い
ろ
交
渉
し
て
、

周
知
を
結
集
し
て
お
も
ち
や
博
物
館
の

赤
字
返
済
に
機
能
し
、
か
つ
、
壬
生
の

観
光
名
所
一
つ
と
し
て
壬
生
町
の
活
性

化
に
生
か
さ
れ
れ
ば
良
い
か
と
恩
い
ま

す
。
念
の
た
め
「
ね
こ
の
恩
返
し
」
の

原
作
者
の
出
身
地
を
確
か
め
た
う
え
で
、

こ
の
企
画
を
進
め
る
と
き
は
進
め
て
く

だ
さ
い
。

Ａ
：
質
問
の
内
容
と
多
少
か
け
離
れ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
当
歴
史
民

俗
資
料
館
で
は
、
今
年
７
月
2
4
日
か
ら

８
月
2
2
目
に
か
け
て
、
「
柊
あ
お
い

耳
を
す
ま
せ
ば
」
展
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。
当
館
で
は
平
成
５
年
度
か
ら
郷

土
の
偉
人
、
郷
土
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち

を
顕
彰
す
る
展
示
会
を
毎
年
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
ご
指
摘
の
と

お
り
壬
生
町
安
塚
出
身
の
柊
あ
お
い
さ

ん
を
テ
ー
マ
に
、
Ｉ
漫
画
家
・
柊
あ
お

い
～
ピ
ュ
ア
・
ス
ト
リ
ー
の
名
手
～
、

ｎ
原
作
者
・
柊
あ
お
い
～
ス
タ
ジ
オ
ジ

ブ
リ
映
画
《
耳
を
す
ま
せ
ば
》
そ
し
て

　
《
猫
の
恩
返
し
》
～
の
二
つ
テ
ー
マ
か

ら
ご
柊
ワ
ー
ル
ド
〃
を
紹
介
す
る
予
定

で
す
。

　
今
後
は
質
問
に
あ
り
ま
し
た
、
お
も

ち
や
博
物
館
で
展
開
で
き
る
か
ど
う
か

等
に
つ
き
ま
し
て
、
関
係
機
関
や
関
係

者
な
ど
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
実
現

の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
参
り
た

い
と
恩
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て

Ｑ
：
「
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
今
、

全
国
的
に
話
題
に
な
っ
て
い
る
「
市
町

村
合
併
」
に
よ
り
大
き
く
変
わ
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
県
内
で
も
多
く
の
市

町
村
（
地
域
）
で
具
体
的
な
合
併
論
議

が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
「
壬
生
町

の
合
併
に
対
す
る
考
え
」
は
、
全
く
伝

わ
っ
て
き
ま
せ
ん
。
壬
生
町
は
市
町
村

合
併
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
か
ん
が
え

て
い
る
の
か
。
町
民
に
対
し
て
し
っ
か

り
と
示
す
べ
き
だ
と
思
う
の
で
す
が
。

Ｑ
・
・
栃
木
県
内
に
お
い
て
も
各
地
で
合

併
問
題
が
提
起
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
我

が
壬
生
町
に
お
い
て
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
全
く
情
報
が
流
れ
て
き
て
お
り
ま

せ
ん
。
問
題
を
う
や
む
や
に
し
て
ほ
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
に
わ
か
り
や
す

く
広
報
し
て
頂
き
た
い
。

９
・
変
な
時
流
に
乗
せ
ら
れ
て
先
見
の

明
が
な
い
計
画
だ
け
で
、
し
な
く
て
も

よ
い
市
町
村
合
併
に
走
る
こ
と
は
な
い
。

単
独
で
き
ち
ん
と
行
政
運
営
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
、
現
状
維
持
で
も
け
っ
こ
う

な
こ
と
で
あ
る
。
無
理
な
行
政
の
結
果

が
合
併
で
の
生
き
残
り
で
あ
り
、
身
の

丈
に
あ
っ
た
行
政
が
で
き
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
に
こ
し
た
事
は
な
い
。
「
水

も
淀
め
ば
腐
る
」
の
た
と
え
あ
り
。
合

併
で
大
き
く
な
れ
ば
流
れ
る
量
は
ふ
え

る
が
、
淀
み
も
増
え
る
。
小
さ
く
と
も

「
知
恵
」
と
「
行
動
」
で
行
政
は
運
営

で
き
る
と
私
は
信
じ
て
い
る
。
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Ａ
：
市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、

た
く
さ
ん
の
方
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
集
約
し
て
ご
回
答
い

た
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
当
町
の
市
町
村
合
併
の
取
り

組
み
状
況
で
す
が
、
既
に
町
の
広
報
紙

に
よ
り
町
民
の
方
々
に
詳
細
に
お
知
ら

せ
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま

す
。
　
具
体
的
に
は
２
０
０
２
年
７
月
号
で

は
、
「
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
壬
生
町
の

将
来
の
こ
と
！
」
と
題
し
て
、
今
、
な

ぜ
市
町
村
合
併
が
話
題
に
な
る
の
で
し
ょ

う
？
市
町
村
が
合
併
す
る
と
私
た
ち
の

暮
ら
し
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

あ
る
い
は
市
町
村
が
合
併
し
て
大
き
く

な
る
こ
と
で
問
題
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？
と
言
う
こ
と
で
色
々
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
示
し
、
そ
の
説
明
も
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
合
併
パ
タ
ー
ン

の
例
も
お
示
し
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
２
０
０
２
年
‥
目
月
号
で
は
、
当

町
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
宇
都
宮
地
区

広
域
行
政
推
進
協
議
会
で
ま
と
め
た

「
市
町
村
合
併
に
問
す
る
調
査
研
究
報

告
書
」
を
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
内
容
は
仮
に
合
併
が
行
わ

れ
た
場
合
、
当
町
が
関
係
す
る
２
つ
の

パ
タ
ー
ン
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て

い
ま
す
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

と
住
民
負
担
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
宇

都
宮
地
区
と
の
編
入
合
併
で
は
個
人
性

民
税
等
ほ
と
ん
ど
の
税
・
使
用
料
で
負

担
増
と
な
る
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
次
に
２
０
０
２
年
１
２
月
号
で
は
、
当

町
を
含
め
て
５
町
で
合
併
研
究
会
を
組

織
し
、
調
査
・
研
究
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
組
織
で
５
町
町
民
に
対
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
集
計
結
果
を
お
知
ら
せ
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
次
に
２
０
０
３
年
６
月
号
で
は
、
町

議
会
議
員
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
清

水
町
長
が
市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て

の
考
え
方
を
説
明
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
と
市
町
村
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
’

デ
メ
リ
ッ
ト
を
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
し
た
。

　
次
に
２
０
０
３
年
１
１
月
の
特
集
号
で

は
、
「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
市
町
村
合

併
目
一
」
と
題
し
て
、
清
水
町
長
の
合
併

問
題
に
対
す
る
議
会
で
の
答
弁
概
要
を

掲
載
し
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
募
っ

た
も
の
で
す
。
な
お
、
町
長
の
議
会
答

弁
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
結
論

は
宇
都
宮
市
へ
の
編
入
合
併
は
時
期
尚

早
と
答
弁
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
・

壬
生
町
の
歴
史
が
終
わ
る
。
・
町
民
１

人
当
た
り
の
負
担
（
起
債
残
高
）
は
県

下
で
も
っ
と
も
軽
い
。
・
現
在
進
行
中

の
事
業
が
頓
挫
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
・

き
め
細
か
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
な
く
な

る
。
・
宇
都
宮
市
の
編
入
合
併
は
町
民

の
負
担
増
に
つ
な
が
る
。
・
身
近
な
議ヽ一

員
が
極
端
に
減
る
こ
と
に
よ
っ
て
住
民

か
ら
政
治
や
行
政
が
遠
く
な
る
。
・
合

併
は
町
民
の
７
～
８
割
の
賛
成
が
望
ま

し
い
。
・
市
昇
格
型
合
併
が
望
ま
れ
る
。

と
言
う
も
の
で
す
。

　
次
に
、
２
０
０
４
年
２
月
号
で
は
、

昨
年
、
住
民
の
働
き
か
け
に
よ
る
宇
都

宮
地
区
と
の
合
併
協
議
会
設
置
の
住
民

発
議
の
請
求
が
あ
り
、
そ
の
手
続
き
が

終
了
し
ま
し
た
の
で
そ
の
概
要
に
つ
い

て
広
報
を
い
た
し
ま
し
た
。
内
容
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ま
ず
、
住
民
の
方
か
ら

宇
都
宮
地
区
（
宇
都
宮
市
、
上
河
内
町
、

河
内
町
、
高
根
沢
町
及
び
上
三
川
町
）

と
合
併
に
向
け
た
、
合
併
協
議
会
設
置

を
求
め
る
住
民
発
議
が
、
選
挙
管
理
委

員
会
の
審
査
を
経
た
６
。
１
６
０
人
の

署
名
簿
を
添
え
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
有
権
者
の
１
／
5
0
で
あ
る
６
３
８
人

以
上
の
署
名
が
あ
れ
ば
有
効
）
そ
こ
で

町
長
は
１
市
４
町
の
首
長
に
請
求
の
要

旨
（
請
求
者
の
考
え
に
基
づ
く
理
由
を

付
し
た
、
合
併
協
議
会
設
置
を
求
め
る

こ
と
）
の
通
知
及
び
そ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ

の
議
会
に
付
議
す
る
か
ど
う
か
の
意
見

を
求
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
１
市
４
町

全
て
の
首
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会

に
は
付
議
し
な
い
旨
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
の
で
手
続
き
が
終
了
い
た
し
ま
し

た
。
な
お
、
手
続
き
中
法
律
で
は
町
長

も
議
会
も
意
見
を
述
べ
る
こ
と
（
論
評

す
る
こ
と
）
は
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
議
会
に
付
議
す
る
こ
と
に
な
れ
ば

町
長
は
意
見
を
付
し
て
議
会
に
提
案
し
、

請
求
者
も
意
見
陳
述
を
し
、
質
疑
応
答

を
し
た
後
、
結
論
（
合
併
協
議
会
を
設

置
す
る
か
ど
う
か
）
を
出
す
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
次
に
２
０
０
４
年
４
月
号
で
は
、
市

町
村
合
併
を
推
進
す
る
理
由
の
Ｉ
つ
と

し
て
、
今
後
は
少
子
高
齢
化
に
よ
り
税

金
を
負
担
す
る
人
が
減
っ
た
り
、
国
の

三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
国
か
ら
地
方

へ
の
「
補
助
金
」
あ
る
い
は
「
地
方
交

付
税
」
の
減
少
に
よ
り
、
自
治
体
の
財

政
状
況
が
好
転
す
る
見
通
し
が
つ
か
な

い
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

当
町
と
し
て
も
町
民
の
方
が
合
併
問
題

を
考
え
る
に
当
た
り
、
当
町
の
財
政
状

況
に
つ
い
て
将
来
は
ど
う
な
る
か
と
言

う
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
の
で
、

そ
の
た
め
将
来
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、

職
員
が
予
測
す
る
の
で
は
な
く
、
客
観

的
な
予
測
調
査
が
必
要
で
あ
る
と
言
う

観
点
か
ら
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
（
研
究
所
）

に
予
測
調
査
を
委
託
し
、
そ
の
結
果
を

町
民
の
方
に
お
知
ら
せ
し
た
も
の
で
す
。

結
果
概
要
に
つ
い
て
は
「
入
る
量
っ
て

出
ず
る
を
制
す
る
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
の
も
と
、
行
政
改
革
の
推
進
と
効
率

的
な
財
政
運
営
を
す
れ
ば
、
拙
速
な
合

併
議
論
に
乗
っ
て
し
ま
わ
な
く
て
も
、

改
め
て
合
併
を
考
え
る
と
い
う
時
間
的

余
裕
が
、
壬
生
町
に
は
あ
る
で
し
ょ
う
。

-

と
言
う
結
論
で
す
。

　
以
上
が
、
町
の
取
り
組
み
状
況
で
す

が
、
詳
細
は
上
記
の
と
お
り
広
報
紙
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
再
度
ご
覧

下
さ
い
。

｛

≒．

問
合
せ
先

総
務
部
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

昔
8
1
Ｉ
Ｉ
８
１
３
・
１
８
１
４
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土,地改良区の統合整備を進めよう １
・
・

●●組織運営基盤の強化のために●　　●　　●　　●

　
土
地
改
良
区
は
、
か
ん
が
い
排
水
事
業
や
圃
場
整

備
事
業
な
ど
の
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
母
体
と

し
て
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
で
造
成
さ
れ
た
施
設

や
農
業
用
水
の
管
理
を
行
な
う
な
ど
、
農
業
農
村
の

維
持
保
全
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
来
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
に
お
け
る
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
の
な
か
で
、
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
状
況

も
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
土
地
改

良
区
の
運
営
に
も
様
々
な
影
響
が
及
ん
で
来
て
い
ま

す
。
　
土
地
改
良
区
は
今
、
将
来
に
向
け
た
組
織
や
運
営

の
あ
り
方
、
土
地
改
良
施
設
の
管
理
の
あ
り
方
に
つ

い
て
考
え
る
時
に
来
て
い
ま
す
。

　
栃
木
県
に
は
、
小
規
模
な
土
地
改
良
区
や
重
複
・

重
畳
関
係
に
あ
る
土
地
改
良
区
が
多
数
存
在
し
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
土
地
改
良
区
で
は
、
専
任
の
職
員
を

有
し
て
お
ら
ず
、
事
務
処
理
や
施
設
管
理
を
は
じ
め

と
し
て
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
役
職
員

の
資
質
の
向
上
を
図
り
、
新
た
に
専
任
職
員
を
確
保

す
る
な
ど
、
早
急
に
事
務
局
体
制
を
強
化
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

組織運営暴動詞釧ﾋに向けて
　土地改良区は、現在抱えている運営上・施設管理上の課題等

に対応するために、あるいは将来予想される問題への対応策と

して、自ら組織運営基盤を強化する必要があります。その手段

の一つが「統合整備」といわれる一連の手法であり

　①規模拡大による事業の効率化や運営経費の削減を目指す

　　『合併』

　②適正な事務処理を行うための『合同事務所の設置・加入』

　③目的を達成した土地改良区の『解散』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から構成されます。

１

２

土
地
改
良
区
の
環
状
と
課
題

事務の統合により事務的経費が節減され、経常賦課金の軽減が可能になります。

役員や総代の人材確保、専任職員の確保が容易になり組織運営・事務局体制の

強化が図れます。

３．市町村や農業団体との連携が強化され、事業が円滑に実施できます。

４．広い地域にわたる合理的な水利用調整が図れます。

５．土地改良施設の管理の一元化・効率化が図られるとともに事故や災害

　　時の迅速な対応が可能になります。

６．土地改良施設の他目的利用に係る農外受益者との協議が円滑になります。

７．財政基盤が安定し、老朽土地改良施設の計画的な整備補修や更新など、

　　組合員の要望に的確に対処できるようになります。

８．農村環境や国土の保全、農村の活性化等、地域社会の期待に応えるため

　　の組織体制が構築されます。
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都市と磨耐の)交綸を因循)う１

九なばの郷いちご狩りふれあいフェスティバル
言
Ｌ
考

伊藤会長

　
苗
を
は
じ
め
と
す
る
稲
葉
地
区
の
豊
富
な

農
産
物
の
消
費
拡
大
と
、
都
市
と
農
村
の
ふ

れ
あ
い
、
交
流
を
図
ろ
う
と
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
い
な
ば
花
と
緑
の
郷
づ
く
り
協
議
会

主
催
（
伊
藤
充
哉
会
長
）
に
よ
る
、
「
い
な

ば
の
郷
い
ち
ご
狩
り
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
、
６
月
６
日
、
稲
葉
小
学
校
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
の
挨
拶
で
伊
藤
会
長
は
、
「
昨
年
、

桜
の
オ
ー
ナ
ー
募
集
で
、
４
４
７
本
の
し
だ

れ
桜
を
植
樹
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
支

柱
立
て
や
下
草
刈
り
な
ど
の
管
理
で
は
、
各

団
体
な
ど
み
な
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
お
陰
で
こ
の
春
に
は
、
相
当
数
の

桜
の
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
年

で
も
早
く
桜
の
下
で
こ
の
祭
り
が
実
施
で
き
、

地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
ご
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
朝
か
ら
町
内

外
か
ら
２
。
０
０
０
人
を
超
え
る
大
勢
の
家
族

連
れ
が
会
場
を
訪
れ
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
演
奏

や
歌
謡
シ
ョ
ー
、
模
擬
店
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
０
０
円
で
食
べ
放
題
、
Ｉ
パ
ッ
ク
お
持
ち
帰

り
の
い
ち
ご
狩
り
で
は
、
約
１
。
５
０
０
名
の
方
が
、
諮
口

く
て
お
い
し
い
い
ち
ｙ
ご
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

ゴハウスまでの

ペリーハイキング」

チ
ロ
イ
ト
　
ス
　
Ｆ

苗木配布に長蛇の列

　
　
　
●
ホ
９
几
の
郷
を
復
活
き
せ
よ
う
Ｉ
・
●

　
同
協
議
会
で
は
、
い
な
ば
花
と
緑
の
郷
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
、
大
字
七
ツ

石
地
内
を
流
れ
る
小
藪
用
水
一
帯
を
、
ホ
タ
ル
が
舞
う
水
辺
に
復
活
さ
せ
よ
う
と
、

ホ
タ
ル
の
幼
虫
を
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
３
月
に
１
０
０
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
６
月
に
は
ホ
タ
ル
が
舞
う
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
元
で
活

動
を
し
て
い
る
早
乙
女
成
生
さ
ん
は
、
「
以
前
の
よ
う
に
ホ
タ
ル
が
乱
舞
す
る
姿
を

早
く
見
た
い
で
す
ね
。
」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。
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羽生田小学校jj.･･5.1

　５月18日、羽生田小学校全児童（38名）が、地元の農業委員さんに指導を

いただき田植えを体験しました。

　田植えは落合壬子夫さんの田んぼで行われ、作業の前に農業委員さんか

ら田植えについての説明を受けた後、田んぼの中に入りました。素足に感じ

る泥の感触に歓声を上げなが

ら、一生懸命に苗を植えてい

ました。

　子どもたちは、「みんなで

植えた苗が生長し、秋にはた

くさん実ってほしい｡」と、

感想を話していました。収穫

の秋には、再び農業委員さん

にお世話になり、稲刈りを実

施する予定です。



鍵やかな子ども嶼兪桜を囃ブご
母子保健推進員活動

　
子
育
て
の
相
談
役
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
「
母
子
保
健
推
進
員
」
の
活
動
に
つ
い

て
、
壬
生
町
母
子
保
健
推
進
員
協
議
会
会

長
瓦
井
節
子
さ
ん
に
お
問
き
し
ま
し
た
。

　
母
子
保
健
推
進
員
は
、
健
や
か
な
子
ど

も
の
成
長
を
願
い
、
町
と
地
域
住
民
と
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
、
3
6
人
が
各
自
治
会
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
妊
産
婦
さ
ん
や
乳
幼

児
を
訪
問
し
、
健
康
状
態
を
伺
い
、
悩
み

や
疑
問
を
共
有
し
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
難
問
に
関
し
て
は
保
健
師
さ
ん
と
連

携
し
返
事
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
他
に
、
乳
幼
児
健
診
（
４
か
月
、
1
0
か

月
、
１
歳
６
か
月
、
３
歳
）
　
の
計
測
や
子

育
て
教
室
の
お
手
伝
い
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

母
親
学
級
等
の
参
加
推
進
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
昨
年
は
、
小
山
の
白
鴫
大
学
お
も
ち
や

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

そ
の
時
、
布
の
絵
本
に
出
会
い
、
紙
に
は

な
い
優
し
い
ぬ
く
も
り
の
あ
る
本
に
魅
せ

ら
れ
、
ぜ
ひ
自
分
た
ち
も
と
い
う
こ
と
で

妊産婦さんへの訪問活動

製
作
し
ま
し
た
。
会
員
た
ち
で
何
回
か
集

ま
り
、
一
針
一
針
細
か
い
手
作
業
で
し
た

が
立
派
な
絵
本
が
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

牛
乳
パ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
で
子
ど
も
の
椅

子
と
テ
ー
ブ
ル
を
作
り
か
わ
い
い
布
を
か

け
、
共
に
子
育
て
教
室
な
ど
で
お
母
さ
ん

や
お
子
さ
ん
達
に
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

乳幼児健診のお手伝い

　
こ
れ
か
ら
も
、
町
と
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
、
皆
様
の
育
児
を
支
援
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
今
後
も
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

健診の合い問に会員のみなさんが
　　作った椅子やテーブルで
　布の絵本を楽しむ子どもたち

問
合
せ
先

町
民
生
部
保
健
課
健
康
増
進
係

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

合
8
2
－
３
５
８
８

壬生町母子保健推進員名簿

壬　生　地　区 稲　葉　地　区

氏　　　名 担当地区 氏　　　名 担当地区

宇賀神　裕　子 下　　表　　町 楡　木　屏里子 七　　　ツ　　　石

鬼　渾　勝　代 上　　表　　町 大　傷　フサ子 下稲葉・上稲葉

吉　田　京　子 東　　下　　台 山　口　幸　子 羽　　生　　田

山　口　久　枝 万町・上新町

細　井　玲　子 西　　高　　野 南　犬　飼　地　区

木　村　シ　ズ 城内・城南 氏　　　名 担当地区

須　藤　英　子 藤　　　　　　井 大　垣　扶美恵 上　　　　　　　田

森　田　則　子 至　宝　町　北 鈴　木　栄　子 北　　小　　林

大　栗　由美子 至　宝　町　南 佐　藤　ア　イ 中　　　　　　泉

松　本　侃佐美 ﾀﾌ 日　下　智　美 助谷・助谷原
平　野　ヒロ子 六　美　町　北 出　雲　千枝子 落　　　　　　合

ハ　木　裕　子 μ 大　栗　成　子 畦闘･註紐･前舗
井　上　繁　子 六　美　町　南 人　見　寿　子 あ　け　ぼ　の

高　田　美代子 六美町中央 青　柳　清　子 上　　長　　田

牛　久　基　于 緑町・若草 斉　藤　和　子 安　　塚　　１

堀　中　ミサ子 幸町１・３丁目 粂　川　智　恵 安　　塚　　２

小木曽　順　代 執行目･おもちゃのまち 荒川　ノリ子 安　　塚　　３

江　面　洋　子 県営壬生住宅 大　垣　栄　子 安　塚　南　部
小　林　俊　子 昨･前･昨週･上前 瓦　井　節　子 安　塚　中　央
吉　田　史　子 駅　　東　　町
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第
２
段
階
介
護
保
険
料
の

　
　
軽
減
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
Ｉ
・

⑩
申
請
に
よ
り

　
　
　
　
　
保
険
料
を
減
額

　
介
護
保
険
料
は
、
所
得
に
応
じ
て
５

段
階
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
壬
生
町

で
は
、
第
２
段
階
に
該
当
す
る
方
の
う

ち
特
に
生
計
困
難
な
場
合
（
次
の
ア
～

工
ま
で
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方
）

は
、
申
諸
に
よ
り
第
１
段
階
と
同
額
の

保
険
料
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
申
請
時
に
収
入
状
況
等
を
お

聞
き
し
、
審
査
後
、
減
額
の
可
否
の
通

知
を
し
ま
す
。

ア
、
本
人
と
生
活
を
共
に
し
て
い
る

　
（
世
帯
分
離
し
て
い
る
場
合
を
含
み

　
ま
す
）
家
族
全
員
の
前
年
の
所
得
が

　
な
い
こ
と
。

イ
、
ア
に
お
け
る
前
年
収
入
金
額
が
１

　
２
０
万
円
以
下
で
本
人
の
前
年
収
入

　
額
が
８
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ウ
、
同
居
、
別
居
に
か
か
わ
ら
ず
市
町

　
村
民
税
課
税
者
の
扶
養
を
受
け
て
い

　
な
い
こ
と
。

工
、
資
産
等
を
活
用
し
て
も
、
な
お
、

　
生
活
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

［
注
意
］

　
上
記
の
ほ
か
、
世
帯
員
に
未
申
告
の

方
が
あ
る
と
適
用
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
減
額
分
は
年
度
末
で
お
返
し
し
ま

す
の
で
、
未
納
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

⑩
申
請
方
法

　
本
人
ま
た
は
家
族
等
の
方
が
所
定
の

申
請
書
に
記
入
し
、
町
税
務
諜
介
護
保

険
料
係
へ
提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
減

額
に
該
当
し
た
場
合
の
受
取
方
法
（
口

座
振
込
希
望
の
場
合
、
本
人
の
口
座
番

号
）
も
ご
指
定
く
だ
さ
い
。

⑩
受
付
期
間

　
原
則
と
し
て
、
平
成
1
6
年
８
月
２
日

㈲
～
3
1
日
㈹

※
こ
の
期
間
以
外
も
随
時
受
付
し
ま
す

　
が
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⑩
受
付
・
問
合
せ
先

　
町
総
務
部
税
務
課
介
護
保
険
料
係

　
酋
8
1
－
１
８
７
９

　　　゛~--J

撫･匯

介護保険料は所得に応じて５段階になっております。

段　階 対　　　　象　　　　者 算定式 年間保険料

第１段階
生活保護受給者または老齢福祉年金受給者で世帯

全員が町民税非課税
基準額×0.5 15,900円

第２段階 世帯全員が町民税非課税 基準額×0.75 23,850円

第３段階
世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は

町民税非課税
基準額×1.0 31,800円

第４段階 本人が町民税課税で前年の合計所得が200万円未満 基準額×1.25 39,750円

第５段階 本人が町民税課税で前年の合計所得が200万円以上 基準額×1.5 47,700円

認
定
農
業
者
制
度
に
つ
い
て

⑩
認
定
農
業
者
制
度
と
は
？

　
認
定
農
業
者
制
度
と
は
、
農
業
者
が

自
ら
作
成
し
た
農
業
経
営
改
善
計
画
を

町
が
認
定
す
る
制
度
で
す
。
認
定
農
業

者
に
な
る
と
、
経
営
改
善
計
画
を
実
現

す
る
た
め
の
各
種
施
策
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
、
9
8
名
が
認
定
農
業

者
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

ズ
・
認
定
の
手
続
き

　
⑤
新
規
に
認
定
を
受
け
よ
う
と
さ

　
　
れ
る
方
は
、
５
年
後
の
経
営
を
示

　
　
し
た
経
営
改
善
計
画
を
作
成
し
て
、

　
　
町
窓
口
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

　
　
す
。

　
経
営
改
善
計
画
書
に
記
載
す
る
内
容

①
経
営
規
模
・
作
付
内
容

②
生
産
方
式
の
改
善
内
容
（
新
技
術
、

　
機
械
の
導
入
に
よ
る
省
力
化
等
）

③
経
営
管
理
を
ど
う
高
度
化
す
る
か

　
（
複
式
簿
記
の
記
帳
等
）

④
就
業
条
件
の
改
善
（
休
日
制
・
給

　
料
制
の
導
入
、
社
会
保
険
の
加
入

　
等
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
内
容
が
、

・
町
で
定
め
る
「
基
本
構
想
」
に
照

　
ら
し
て
適
切
で
あ
る
。

・
計
画
が
達
成
で
き
る
内
容
で
あ
る
。

-

　
・
計
画
が
農
用
地
の
集
積
を
図
れ
る

　
　
内
容
で
あ
る
。

な
ど
の
基
準
を
満
た
す
内
容
で
あ
れ
ば
、

認
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
認
定
さ
れ
た
経
営
改
善
計
画

の
有
効
期
限
は
５
年
間
で
す
。
５
年
後

に
計
画
期
間
の
終
了
さ
れ
た
認
定
農
業

者
の
方
は
、
計
画
の
達
成
状
況
の
点
検

と
次
の
５
年
間
を
見
通
し
た
新
た
な
計

画
を
作
成
し
再
認
定
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
認
定
農
業
者
が
受
け
る
各
種
施
策
例

　
・
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
等
の
長
期
低
利

　
　
融
資
制
度

　
こ
祝
制
の
特
例
（
割
増
償
却
制
度
）

　
・
経
営
相
談

　
・
研
修
な
ど
に
よ
る
情
報
提
供

　
・
機
械
等
導
入

　
・
農
地
集
積
制
度

○
壬
生
町
独
自
の
施
策
と
し
て
、
。
担

　
い
手
規
模
拡
大
推
進
支
援
事
業
〃
が

　
あ
り
ま
す
。

・
認
定
の
手
続
き
・
問
合
せ
先

　
町
経
済
都
農
務
諜
農
政
係

　
　
　
　
　
　
　
　
合
8
1
－
１
８
４
０

20



……………………………;………=.………国民年金保険料を納める………i.の.･ｶ1困難こ=ヽな乙と,乙き‥はに･-･..,…………………………………

免除制度奄ご利用《ださいｌ
　国民年金は20歳から加入し、60歳までの40年間、保険料の納付が必要ですが、所得の減少や失業等で経済

的に保険料の納付が困難な場合には、本人の中諸によって国民年金保険料の納付を免除する制度があります。

○申請免除には全額免除と半額免除があります

　全額免除　保険料の全額（月13,300円）が免除されます。

　半額免除　保険料の半額が免除されますので，半額（月6,650円）を納めます。

⑤･手続きは？

　申請免除は、申請人本人と配偶者と世帯主の前年所得により審査することになりますので、毎年申請が

必要です。申請書は役場住民課及び出張所の窓口に提出してください。社会保険事務所で承認されると、

申請の前月分から次の６月分まで保険料が全額・半額免除されます。また、半額免除が承認された場合に

半額の保険料を納付しない場合は、未納扱いとなりますのでご注意ください。

温石尨(㈹ＬＳｙ

　謡説涼ぶﾐj
老齢基礎年金を受けるた

　めの資格期間には？

　受け取る老齢基礎年金額

　は？

……障害基礎年金や
‥

遺族基礎

………

こ年金を受……ける=……ときjはに?,……

…

……

…=ｿﾞ………=･

受給資格期間に入ります

免除期間は年金額に３分
の１が反映されます

保険料を納めたときと同
じ扱いです

とは？

受給資格期間に入ﾌﾟﾘｼﾞます………=…………………

半額免除期間は年金額に

３分の２が反映されますづ

○問合せ先　==j･=栃木社会保険事務所国民年金業務課

　　　　　　………='.……町民生部住民課国民年金係

青
少
年
健
全
育
成
標
語
入
賞
者

最
優
秀

　
鈴
木
　
隼
人
（
南
犬
飼
中
）

誘
惑
に
　
負
け
な
い
心
　
育
て
よ
う

優
秀
　
原
田
　
千
鴻
（
壬
生
中
）

覚
醒
剤
　
あ
な
た
の
命
を
　
削
り
と
る

　
山
野
　
公
裕
（
壬
生
中
）

　
「
こ
ん
に
ち
は
」
　
そ
の
て
百
が
　
輪

を
作
る

　
太
田
　
智
也
（
壬
生
中
）

や
ら
な
い
よ
　
そ
の
Ｔ
百
が
　
大
切
だ

受給資格期間
に入りません

年金額に反映
しません

昔２２－６０７４・６０７５

酋８１－１８２７

　
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
り
、
犯
罪
の

未
然
防
止
と
更
生
を
め
ざ
し
、
青
少
年

健
全
育
成
を
広
く
普
及
啓
発
す
る
よ
う

な
標
語
を
、
今
年
も
壬
生
中
学
校
と
南

犬
飼
中
学
校
の
２
年
生
の
生
徒
か
ら
募

集
し
ま
し
た
。

　
募
集
要
綱
に
基
づ
き
壬
生
中
か
ら
３

５
点
、
南
犬
飼
中
か
ら
２
５
点
応
募
が

あ
り
、
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員
が
厳

正
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
最
優
秀
貧

土
点
、
優
秀
賞
５
点
、
佳
作
５
点
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
山
本
　
水
晶
（
南
犬
飼
中
）

犯
罪
を
　
未
然
に
防
ぐ
　
強
い
意
志

　
坂
田
　
裕
樹
（
南
犬
飼
中
）

守
っ
て
い
こ
う
　
自
分
の
心
と
　
そ
の

未
来
　
大
垣
　
美
由
紀
（
南
犬
飼
中
）

一
人
じ
ゃ
な
い
よ
　
み
ん
な
一
緒
に

生
き
て
い
る

　
大
木
　
友
裕
（
南
犬
飼
中
）

強
く
な
ろ
う
　
心
の
悪
に
　
負
け
な
い

で 誘
惑
に

　往路
本
保作

優
樹
（
壬
生
中
）

負
け
て
人
間
　
や
め
ま
す
か

　
柳
沢
　
奈
津
実
（
壬
生
中
）

　
「
お
は
よ
う
」
の
　
声
で
広
が
る
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まちのわだい
壬生中学校ソフトボール部県大会で準優勝
　第32回関東中学校ソフトボづレ大会栃木県予選会兼全

日本中学生男女ｿﾌﾄﾎﾞづﾚ大会栃木県予選会が、６月４

[]から７日にかけて、宇都宮市柳田緑地で行なわれ、壬生

中ソフトボづレ部が準優勝に輝き、見事８月13[]から大阪

市で開催される全国大会への出楊梅を獲得しました。

　　　　　　　１回戦　11－ O　対真岡中

　　　　　　　２回戦　２－↓　対東那須野中

　　　　　　　３回戦　４－２　対野崎中

　　　　　　　準決勝　１－Ｏ　対三島中

　　　　　　　決　勝　Ｏ－１　対黒田原中 見事準優勝をした壬生中ソフトボール部のみなさん

みたらし水路にホタルの輝き舞う

　６月13日、お琴神社北側の「みたらし水路」でホタルの放流と鑑賞会が行

われました。

　ホタルを放流しだのは、ホタルの舞う水辺を復活させようと活動している

「けいよりん」（宮田次男代表）のみなさんで、１年がかりで飼育した約130

匹を、昨年に引き続き放ちました。暗くなるのを待ってホタルが放たれると、

幻想的な輝きを見ようと集まった約150名の家族連れのみなさんは、「あ！光っ

てる、光ってる、きれい、きれい」と、声をあげて光を追いかけていました。

　また、けいよりんが今年３月に放流した500匹の幼虫も成虫となって飛び回っていました。

　なお、「けいよりん」では、ゲンジボタルを飼育したい方に幼虫をお分けしています。興味のある方は昔82－

0749（宮田）までご連絡ください。

忍者シリーズ第４弾　忍者修行
　５月30目、児童館主催の忍者シリーズ第４弾となる「忍者修行」が、嘉陽が

丘ふれあい広場を会場に行われました。

　当［］は、小学生42名と、壬生高生をはじめとしたボランティア20名が参加し

ました。

　参加者は、見る修行、間く修行、宝さがし、密書奪取修行、旗取りチャンバ

ラ修行といった、いろいろな修行を行いました。

　子どもたちは、みんなで協力しあって遊び、楽しい時間を過ごしていました。

記
念
式
典
会
議

日
県
民
の

　 ･ ･ Ｉ ･ ･ ･ Ｉ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ = ･ = ＝ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
・ １　　　」
・｜　 - - ･ 　 ・
　 ¶ 　 Ｊ Ｉ 　 ！
　 ・ 　 ･ ． ･ ． ｜ 　 ｜

・ Ｉ 　 Ｉ ’ | ･ | ■ ■ 　 ｌ
　 t . － ＼ ･ ＝ ． ． - Ｉ ． = Ｊ

県民の日記念式典で統計功労の表彰を受ける

　栃木県総合文化センターで「県民の日記念式典」が６月15［］行われ、そ

の席上、平成16年度各種功労者の統計功労分野で三橋博子さん（安塚南部）

が福田県知事から表彰されました。

　三橋さんは、国勢調査や工業統計調査、商業統計調査などをはじめ、各

種統計調査に30年間にわたり携わり、本県の統計発展に寄与したことが認

められたものです。
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まちのわだい地域の話題などをお寄せください

　　　育て《人権の花》、きれいな花を

　子どもたちの人権教育の一環として、例年行われている宇都宮地方法

務局、栃木人権擁護委員協議会による『人権の花』運動の花の贈呈式が、

６月４日、安塚小学校で行われました。

　この運動は、子どもたちが協力し合って花を育てることで、お互いの

コミュニケーションを図り、情操をより豊かにし、人権思想に対して少

しでも理解してもらおうと実施しているものです。

　今年は、マリーゴールドとブルーサルビアの苗が町人権擁護委員の方々

から児童代表に手渡され、栽培委員会を代表して６年生の松谷　優さん

から「これから、ふれあい班や栽培委員会、しいく委員会が中心となって大切に育てていきます。そして、私た

ちの心にも思いやりの花をたくさん咲かせていきたい｡」と、お礼の言葉がありました。

人権擁護に貢献、表彰される
　５月28日、栃木県人権擁護委員連合会の総会が宇都宮市のとちぎ福祉プラザで開かれ、席上、本町の碓氷侑男

人権擁護委員が全国人権擁護委員連合会長から、渡這光喜人権擁護委員が宇都宮地方法務局長からそれぞれ表彰

されました。

　これは、両氏の多年にわたる人権擁護活動並びに人権思想の普及高揚に尽力された功績によるものです。

　今後、ますますのご活躍が期待されます。

交通指導員功労章

　　　　　　　　　　荒川さんら４名表彰される

　６月1m、交通指導員の荒川林一さん（上新町）、今林正盛さん（幸町三

丁目）、田中作蔵さん（至宝町北）、竜田和昭さん（緑町三丁目）の４名が、

栃木県交通指導員連合会から表彰を受けました。

　荒川さんは15年以上交通指導員として交通事故防止に貢献したとして、全

章を受章され、今林さん、田中さんは同じく10年以上貢献したとして、銀章

を、竜田さんは５年以上貢献したとして、銅章を受章されました。 竜田さん今林さん田中さん荒JIIさん清水町長

元気なお年寄り
………　ゲートポールで健康維持

　６月24日、第25回稲葉地区老連ゲートボール大会が、稲葉地区長寿会

（神永昭次会長）主催により開催されました。

　この大会は、お年寄りの健康維持増進と地区内の親睦交流を図ることを

目的として開催されています。「最近は新しいスポーツなども増えて一時

ほどの盛り上がりは無くなったが、体力の増進や親睦を図るにはゲートボー

ルが一番だね」と、神水会長は話す。

　大会には、地区内から５チーム（上町Ａ・Ｂ、羽生田Ａ・Ｂ、飯沼）、

65歳から88歳のお年寄りが参加して行われ、朝から暑い［1でしたが、週２

回は集まって練習をしているとのことで、みなさん元気にゲートボールを

楽しんでいました。試合の結果は、飯沼チームが優勝しました。
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まちのわだい地域の話題などをお寄せください

　　交通安全こども自転車栃木地区大会

　　　稲葉小学校、団体で見事準優勝

　６月22［］、第33回交通安全こども自転車栃木地区大会が、岩舟町を会場

に行われました。

　大会は栃木地区の１市４町から代表８チームが参加し、安全走行や運転

技術を競う実技テストと、道路標識や交通規則の知識を競う学科テストが

行われました。

　壬生町からは、稲葉小学校と羽生田小学校の２チームが参加し、稲葉小

学校チーム（江田雄亮・賀長真弓・鯉沼柱憲・高村香織）が団体の部で準

優勝しました。また、個人の部では、稲葉小学校の賀長真弓さんが５位に入賞し、同校の江田雄亮さん、羽生田小学

校の加藤京子さんが努力賞と健闘しました。

町内全域で環境美化キャンペーン中央行動を実施
　環境美化キャンベーン中央行動が、関東地方環境美化運動の日である５

月30日（ゴミゼロの日）、統一美化キャンベーン（道路等に散乱する空き

缶等の一斉収集）が、今年も町内全域で実施されました。

　当日は、町商工会、建設業協同組合、町職員など11団体のみなさんが協

力参加し、午前８時から町内６ヵ所に分かれて、道路等に捨てられている

空き缶やゴミ等の収集を行いました。

　また、町内72の自治会においても、早朝から地域の公園や上手などを清

掃しました。

●環境美化キャンペーン参加総数（中央行動、自治会、企業）

　約7､600人

●ごみ収集量

　空き缶

　空き缶以外

26,575個

4,560kg

ゲートボールで地域交流を図る　六美町北部自治会

　六美町北部自治会（花田薫自治会長）では、子供からお年寄り

が世代を越えた地域交流を図ろうと、６月19目、ゲートボール大

会を実施しました。

　この目は、８歳から90歳まで４世代に亘る約100名の方が、会

場である自治会ゲートボール場に集まり、１チーム小学生２名、

大人３名の５名で編成した６チームが参加して行われ、審判をあ

けぼの老入会にお願いしました。会場では、おじいちゃん、おば

あちゃんが、孫の手を取って指導する姿や、お父さんやお母さん

が、我を忘れて真剣にボールを打つ姿が見られるなど、ゲートボー

ルを楽しんでいました。

　試合終了後は、地元の女性たちが用意した豚汁を食べながら、さらに交流を深めてい

ました。

　ゲートボールを初めてやりましたという坂本彩さん（睦小４年）は、「チームで協力

してボールを打ったり、お年寄りの方に教えてもらいながらできて、とても楽しかった

です。またやりたいです｡」と話してくれました。

　自治会では地域交流の場として、来年は５月にゲートボール大会を実施したいという。
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た
い

　
の
で
す
が
。

Ａ
：
こ
の
よ
う
な
、
い
わ
る
ゆ
る
ア
ポ

　
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
で
契
約
し

　
た
場
合
は
、
指
定
さ
れ
た
商
品
・
サ
ー

　
ビ
ス
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

　
を
利
用
し
て
、
消
費
者
が
申
し
込
み

　
の
撤
回
や
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　
す
。
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス

　
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
適
用
期
間

　
は
、
法
定
の
書
面
を
受
け
取
っ
た
目

　
か
ら
８
日
以
内
で
す
。

　
（
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に
〉

　
こ
の
よ
う
な
呼
び
出
し
に
は
応
じ
な

い
、
目
的
の
わ
か
ら
な
い
電
話
や
手
紙
、

電
子
メ
ー
ル
が
届
い
て
も
安
易
に
応
答

し
な
い
こ
と
が
、
披
害
に
あ
わ
な
い
最

良
の
方
法
で
す
。

相
談
は

栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ヘ
ー

昔
０
２
８
－
６
６
５
－
７
７
４
４
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㈲
尋
問
＠
顧
湖
躍
㈱
徊
蜜
、
燭
聊
剛
ｉ
ｔ

避
難
場
所
を
確
認
し
、
普
段
か
ら
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

・
非
常
用
持
出
品
の
準
備

∴
乙
～
３
日
分
の
食
料
、
飲
料
水
等
の
備
蓄

・
家
族
内
の
連
絡
方
法
の
確
認

・
家
具
等
の
転
倒
防
止
等

小山Iμ

｀ - ／

N0. 指定避難場所 電　話 所在地 収容地区名

９ 羽生田小学校

82－1022

FAX

82－8/110

大字羽生田

　2139－1

西部、中央、北原、台宿、

下坪

10 睦小学校

82－4824

FΛX

82－4954

大字壬生丁

　　230－1

六美町北部、緑町･-丁目～

緑町四丁目、幸町一丁目～

幸町四丁目、おもちゃのまち、

いずみ、若草

11 南犬飼中学校

86－0134

FAX

85－1205

大字北小林

　　　　743

北小林、狽協医大職員寮、

あけぼの

12

南犬飼地区

公　民　館

勤労青少年ホ

ーム(やすづか

保育園を含む)

86－0031
大字安塚

　　　1179
上長田、安塚南部

13 安塚小学校

86－0034

FAX

86－0042

大字安塚

　　　2078

安塚－、安塚二、安塚三、

安塚中央

14 壬生北小学校

86－0064

FAX

86－1058

大字北小林

　　　　190
上田、中泉、助谷、助谷原

15 総合公園

86－7117

FAX

86－7112

大字国谷

　　783－1

国谷中央、国谷新田、

国谷本田、東原、鯉沼

Na 指定避難場所 電　話 所在地 収容地区名

１ 壬生小学校

82－0049

FAX

82－0121

本丸２丁目

　　３－７

下表町、中表町、下横町、

今井、上表町、東下台、

下台団地、城東町、栄町

２

壬生中央

公　民　館

城址公園

82－0108

FAX

82－0042

本丸１丁目

　　　　８

仲通町、上通町、駅束、

県営壬生住宅、城内、城南、

舟町

３ 藤井小学校

82－0102

FAX

82－4684

大字藤井

　　　1267

馬場、厘宿、田向稲荷内、

上坪、前宿坪、台坪

４ 壬生中学校

82－6690

FAX

82－2048

大字壬生甲

　　　2770

万町、上新町、下馬木、

西高野、釜ケ淵、福和田

５ 総合運動場

82－2345

FAX

82－2706

大字壬生甲

　　　3828

三好町、旭町、星の宮、

六美町南部、六美町中央、

車塚

６ 壬生東小学校

82－0079

FAX

81－1384

落合三丁目

　　5 －21

至宝町北、至宝町南、

ひばりケ丘、落合

７ 稲葉小学校

82－1004

FAX

82－1572

大字上稲葉

　　　　881
下町、上町、本郷、松原

８
稲葉地区

公　民　館
82－7374

大字上稲葉

　　　　932
原坪、鹿島、下馬木
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壬
生
町
農
業
委
員
会
委
員
に
、
粂
川

秀
夫
さ
ん
（
栃
木
県
県
南
農
業
共
済
組

合
推
薦
・
壬
生
町
大
字
上
田
）
が
、
６

月
１
日
付
で
、
町
か
ら
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
　
農
業
委
員
会
委
員
は
、
地
域
農
業
の

相
談
役
と
し
て
地
域
農
業
振
興
の
推

進
、
農
地
行
政
の
適
正
な
執
行
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
農
業
、
農
地
に
関
す

る
こ
と
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●－

第
１
１
回
町
民
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
推
薦
作
品
（
撮
影

川
原
田
忠
司
氏
）

・
Ｏ
Ｑ

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

羽
生
田
西
部
親
睦
会
様
⑩

伏
木
美
佐
恵
様
⑩

ふ
れ
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
教
室
様
⑩

金
子
明
様
①

㈲
ゆ
う
が
お
の
丘
様
①

匿
名
①

３
千
円

５
万
円

３
万
８
千
１
３
３
円

　
　
　
　
　
２
千
円

　
　
　
　
　
２
千
円

　
　
　
　
　
５
千
円

白
首

ヽ-

　広報壬生６月号17頁、「21st　MIBUバ

ドミントン大会」の記事の中で「男子ダブル

スＢ　優勝　佐野・野口組」とありましたが、

正しくは「佐藤･野口組」です。お詫びして訂

止いたします。

稲葉小　５年
　　　　　かずなり

坂本一成

28

　　　　　　　　　　砂絵「よるの星」

凪100古紙配合率100%再生紙を使用しています

　　　●　●　●　　　介国町
　　　護民県

　　　保健民，　　険康批
型に非にに

期昌　険２
限徴　批判

８収　－/‾

　　　　2月　２　　期

31期　‾
日－

８
月
の
納
税
等

お詫びと訂正
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